
  

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

初雪の便りが届く頃となりました。朝夕はストーブが必要な時期を迎えておりますが、皆様におかれまして

は、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。先日の文化祭では、保護者・地域の皆様に見守られる中、

生徒たちは日頃の感謝とおもてなしの気持ちを込めた歌声をお届けすることができたのではないかと感じて

おります。また、生活体験文・英語暗唱発表では、各学年の代表が堂々と発表する姿を披露することができま

した。ご多忙の中、ご来校いただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

 

近年、社会や人間関係づくりで注目されている「ウェルビーイング」という言葉をご存じでしょうか。端的

に表現すると「幸福で満たされた状態」のことのようです。子どもたちの幸福度が高まることを願い、数年前

の北海道新聞に掲載された『弱いロボット』という記事の概要を紹介します。ご一読ください。 

 

一般的にロボットは、人に代わって作業や仕事をする『役に立つ存在』と認識している方が多いと思います

が、記事に取り上げられていた『弱いロボット』は不完全な部分を残したバケツ型のゴミ箱ロボットです。 

このロボットはゴミを見つけて周囲に知らせることはできますが、自分でゴミを拾うことができません。人

の助けを借りなければ、ゴミ処理作業を完了できない他力本願的な弱さを持っているロボットです。 

 

ロボットを開発した岡田教授（記事掲載当時、豊橋技術科学大学）は、幼児が苦労しながら一人で靴下を履

こうとしている姿を見たとき、周囲の大人や親が手助けをしたり、応援をしたくなる感情が引き出されるよう

に、「人間は困っている立場の人を見たときに、手助けせずにいられない性質があるのではないか」と仮説を

立て、「不完全さ」や「弱さ」を持ち合わせたロボットづくりに取り組みます。 

 

教授は開発したロボットをある幼稚園に持ち込み、自身の仮説を検証すべく実験を行いました。弱さを秘め

たロボットは床に落ちているゴミに近寄り、自身の胴体を揺らす動作を通してゴミ拾いを園児に促すサイン

をおくります。すると、ロボットの動きを見た園児たちはロボットが自力でゴミを拾えないことに気づき、

次々に手伝いを始めたそうです。 

 

ロボットには感情がありませんので、人間に置き換えて考えるのは少し乱暴かもしれませんが、私は『弱い

ロボット』の記事を読んで、自分の弱さや困り感を開示する勇気と、誰かの役に立つことで得られた充実感や

達成感がウェルビーイングな社会や円滑な人間関係づくりにつながると改めて考えさせられました。 

 

困っていることやわからないことを安心して誰にでも相談できる環境を整え、自分と自分の周りにいる人た

ちが、「幸せだった」と感じられる学校づくりを進めて行きたいと思います。 

☆  教育目標  ☆  

真理を求める人 

心が豊かな人 

たくましく実践する人 

活力に満ちた人 

 

恵庭市立恵北中学校だより No.8 【校訓】真実・礼儀・自治・協同 

校長 加藤 暢 
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～松三会 新役員～ 

会   長 ○○ ○○さん    学習委員長   ○○ ○○さん 

副 会 長 ○○ ○○さん    生活委員長   ○○ ○○さん 

     ○○ ○○さん      保健整美委員長       ○○ ○○さん  

書 記 長 ○○ ○○さん        体育委員長   ○○ ○○さん 

書記次長 ○○ ○○さん        図書文化委員長 ○○ ○○さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
松三会 新体制 
 10月 22日（火）には立会演説会が行われました。候補者

たちの熱い思いが込められた演

説に、松三会の伝統は確実に受

け継がれると感じました。新役

員の今後の活躍を期待していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 4日（金）に第 76回文化祭が行われました。保護

者の皆様やご来賓の皆様にも多数ご来校頂きましたこと

に感謝申し上げます。生徒会の趣向を凝らした開閉祭式、

長時間かけて創り上げた体育館の前面を飾る創作部のス

テージバック、緊張したと思いますが立派に発表してく

れた英語暗唱・生活体験文、そして各学級・学年で少しず

つ完成度を高め、思いをこめて歌いあげた合唱コンクー

ル、４月からの学習の成果が溢れた展示発表。道半ばの生

徒たちですが、この日のために一生懸命に努力を続けて

きました。その活躍に拍手をおくりたいと思います。 

◇１１月１日は開校記念日です。昭和２４年に島松

中学校、松園中学校、松園中学校松鶴分校の３校が統

合し、本校は誕生しました。 

本校の生徒会名称「松三会」は本校誕生の経緯が由

来になっています。 

　　　の行事予定　※予定は変更になる場合があります。

1 金 開校記念日

2 土

3 日 文化の日

4 月 振替休日

5 火
後期認証式、定例委員会⑥
1・2年進路ガイダンス

6 ○ ○ ×

6 水 会議日 5 ○ × ○

7 木
1・2年学力テスト
3年学力テストC

SC来校 5 ○ ○ ○

8 金 6 ○ ○ ○

9 土

10 日

11 月 生徒総会議案審議 6 ○ ○ ○

12 火
市内研究会のため3時間授業
PTAボランティア(落ち葉清掃)

3 × ○ ×

13 水 会議日 ALT来校 5 ○ × ○

14 木 授業研究のため4時間授業 4 ○ × ×

15 金 臨時生徒会委員会 6 ○ ○ ○

16 土 島松小学芸会

17 日

18 月 SC来校 6 ○ ○ ○

19 火
生徒総会
PTAボランティア(落ち葉清掃②) 6 ○ ○ ×

20 水 会議日 4 ○ × ○

21 木 定例委員会⑦ 6 ○ ○ ×

22 金
心臓検診(1年)
1・2年後期中間テスト範囲表配布 ALT来校 6 ○ ○ ○

23 土 勤労感謝の日

24 日

25 月 三者懇談① 4 ○ ○ ○

26 火
三者懇談②
食育授業(1年・E組)

4 ○ ○ ×

27 水
三者懇談③
食育授業(2年)

4 ○ ○ ○

28 木
三者懇談④
食育授業(3年)

4 ○ ○ ×

29 金 三者懇談⑤ 4 ○ ○ ○

30 土
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毎月８日・２４日は恵北中ＣＳ活動「地域挨拶運動」

の日です。

下校完了時刻は17時3０分です。


